
山口大学では、産学公連携・研究推進センター、先進科学・イノベーション
研究センター、知的財産センター、総合科学実験センター及び機器運用総
括センターからなる「大学研究推進機構」を設置し、民間企業及び公的機
関との産学連携活動、大学発ベンチャーの創業支援等を推進しています。

的財産人材の養成のために、平成

25年度から、全学必修科目である共

通教育科目において、「知的財産教育科目」

を開講し、特徴ある実践的知的財産教育を

実施しています。これにより、学内の知的財

産インフラを充実させるとともに、社会全体

の知的財産基盤の強化を推進しています。

研究活動の活性化のため、産学公

連携・研究推進センターのURA(リ

サーチ・アドミニストレーター)が教員と連

携し、研究のマッチングから社会実装まで

を一貫して支援する体制を整えています。

研

TLO

9

8

・ 産学公連携・研究推進センター
・ 知的財産センター
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新製品の開発、現状の課題解決に一緒に取り組んでみませんか？

産 学 連 携 に つ い て の 相 談

● 大学で行われている研究を知りたい、研究者・専門家を紹介してほしい
　企業の方からのご相談内容に応じて、学内の研究者とマッチングの上、
　研究者をご紹介させていただいています。
 
● 技術的なアドバイス・指導をしてほしい
　企業の方からの依頼に応じて、学内の研究者が自身の専門知識に基づき、
　依頼のあった内容への技術指導及び助言等を実施する制度を設けています。

● 共同で研究・分析をしたい
　企業の方からの相談に応じて、学内の研究者と共同研究等を実施するための制度を設けています。
　必要に応じて、学内の産学連携コーディネーター等がサポートいたします。

● 大学の機器を使ってみたい
　学内の分析機器等について、学外の方に利用いただけるように一部を開放しています。
　ご自身での利用が難しい場合には、大学の担当者に学内の機器等を利用した分析業務等を
　委託いただくことも可能です。

大学の研究成果・知的財産についての相談

● 特許・商標・意匠出願の手伝いをしてほしい
● 著作権について質問したい
●研究成果・技術を活用したい
● 特許調査をしてほしい
● 特許実施契約のサポートをしてほしい

企　業 山口大学企　業 山口大学

【相談窓口】  産学公連携・研究推進センター
ＴＥＬ：0836-85-9961
E-MAIL：yuic@yamaguchi-u.ac.jp

相談
無料

【相談窓口】  山口TLO
ＴＥＬ：0836-22-9768
E-MAIL：tlojim@yamaguchi-u.ac.jp

知的財産に関するご相談は「知財無料相談山大ホットライン」をご利用下さい。 
http://www.tlo.sangaku.yamaguchi-u.ac.jp/hotline/

92



E-mail: kyoten-y@yamaguchi-u.ac.jp

2 9総合科学実験センター常盤分室内

っ
ています。

（Ｈ24年度～Ｒ3年度）

電子線描画装置（50kV）
≪NEW≫マスクレス露光装置
マスクアライナー
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全国大学初（全学必修化）の完備した知財教育体制 

将来的に日本だけでなく世界で活躍できる
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平成２７年度より知財教育に関する教育関係共同利用拠点に認定

①知財教育教材・授業ノウハウ一式

②教育効果測定データ・分析等

各種教材を、対象学生別に開発済

学生レポート及び
成績分析による授業改善

③知財実務ノウハウ・実践事例
出願、契約、相談実務
利益相反対応等

④独自開発教育用 特許検索システム
　(ＹＵＰＡＳＳ)
150名規模の授業の
一斉同時アクセス、
全文検索対応等

【連絡先】山口大学知的財産センター知財教育部門　TEL:0836-85-9942 　E-mail：ip_fdsd@yamaguchi-u.ac.jp

学部用 教職
課程用

大学院用
(専門書職含)

･指導書
･授業ビデオ
･アクティブラーニング
･反転学習

１ 学部教養教育用メニュー

２ 学部専門教育（文理とも）用メニュー

３ 大学院教育（文理とも）用メニュー

４ 教育学部・教職大学院用メニュー

・・・著作権，研究者倫理，効果測定等の大学教育全般への対応

・・・ものづくり教育，デザイン科学教育に伴う知財実務等、専門教育に対応

・・・研究者倫理含む知財教育実施支援

・・・教職で必要な知財の知識と実務処理

１ ＵＲＡ（リサーチ・アドミニストレーター）※セクション用メニュー

２ 産学連携セクション用メニュー

３ 利益相反と兼業判断セクション用メニュー

４ 全教職員用メニュー

・・・特許情報分析，戦略分析等

・・・知財概要，知財情報の取得と分析，契約実務（産業財産系・著作権系），
　実践的紛争処理と交渉術

※ＵＲＡ（リサーチ・アドミニストレーター）
研究者とともに、研究企画立案、研究資金の調達・管理、知財の管理・活用等を行う人材群

・・・知財概要と利益相反判断を含めた総合的処理

・・・著作権法，商標法，不競法等の知財（コンテンツ含む）管理の実務等

□□学部生のため
知的財産とは…

資源を生かし、

教職員研修
プログラムの
提供・支援

**ワークショップ・・・参加者参画型を中心とした研修

◇知的財産に関わる授業教材
　（初年次～専門教育・大学院）
◇YUPASS（教育用特許検索システム）の
　授業用教材及びID提供
◇知的財産に関わる模擬授業の実施、
　授業設計ワークショップ**研修
◇知的財産教育導入のための
　コンサルティング（支援活動）

知財FD（教員対象） すべての構成員対象 知財SD（職員対象）
○アカデミックルールに
　関わる研修
○研究者倫理研修
　（座学・ワークショップ型** ）
○研究活動における
　知的財産に関わる研修
○アカデミックマナー
　指針策定の支援（コンサル）

全職員対象：
□著作権に関わる研修（初級）
　一例：学内外行事のちらし作成に必要な著作権の知識等
□知的財産に関わる研修（初級）
専門職員対象：
□知財系実務者研修（座学・ワークショップ型**）
　内容：出願、契約、相談実務、利益相反対応等
□契約担当系実務研修（座学・ワークショップ型**）
□著作権に関わる研修（中級・上級）
□著作権に関わる権利契約実務の研修

文部科学大臣認定！「教育関係共同利用拠点」
※拠点名：「教職員の組織的な研修等の共同利用拠点（知的財産教育）」（2015.7.30～2018.3.31)
       　　「知的財産教育研究共同利用拠点」（2018.4.1～2023.3.31）

※

　山口大学知的財産センターは、文部科学省の平成27年度「教育関係共同利用拠点」に
認定されました（2015年7月30日～現在）。この共同利用拠点は、「学校教育法施行規
則（第１４３条の２）」※を根拠としています。
　山口大学では、平成２５年度から全学部の1年生全員に対して知財科目の必修化に取り
組み、学士課程から大学院に至る知財教育カリキュラムの体系を順次整備しています。今
回の拠点認定により、山口大学がこれまでに開発してきた教材等や教員対象（FD）・職員
対象（SD）の知的財産に関わる組織的な研修を、全国の希望する大学に対して提供する
ことができるようになりました。

※学校教育法施行規則（第143条の２）
大学における教育に係る施設は、教育上
支障がないと認められるときは、他の大
学の利用に供することができる。
2 前項の施設を他の大学の利用に供す
る場合において、当該施設が大学教育の
充実に特に資するときは、教育関係共同
利用拠点として文部科学大臣の認定を受
けることができる。

提供可能なプログラム
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開放案件は山口ＴＬＯのＨＰをご覧ください
http://www.tlo.sangaku.yamaguchi-u.ac.jp/

新企画 ： 知財の無料開放
（平成27年10月より）

《施策の概念図》
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